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多摩丘陵西部小流域の 地質条件と斜面地形 

吉 永 秀一郎 " . 武 内 和 彦 " 

要 旨 多摩丘陵西部の 小流域において ， 谷 頭部の斜面単位および 丘腹 斜面上。 こ みられる 谷頭 斜面 (0 

次 谷 ) の分布と丘陵を 構成する地質の 関係について 検討した。 多摩丘陵は，粘土・シルト 層 ， 砂 

層 ，砂礫 肩 よりなる 半 固結一朱固結の 下部更新統上総 層群 によって，その 骨格が構成され ，西 

部ではそれを 中部更新統御殿 峠礫層 と関東ローム 層が不整合に 覆う。 これらの地層の 中で，上 

総 層群 中の粘土‥ ン ルト 層 と関東ローム 層下部の古 期 ローム層は難透水層であ り，その上面の 

砂層，砂礫屠や 新期 p 一ム層からなる 透水層には地下水が 分布している。 谷 頭の湧水の位置は 

そうした地層分布に 支配され，その 影響を受けて 香頭凹地や谷 頭 平底などの敵地形単位 ( 田村， 

1974) が分布している。 また五旗斜面上の 谷 頭 斜面では通常湧水はみられないが ，その頭部の 

位置はいくつかの 高度に揃 う ことが多い。 この位置も地層分布によって 支配されている。 この 

ように丘陵でみられる 四型の断面をもつ 斜面単位の分布は ， 難 透水層が地表にあ らわれる位置 

によって決まっている。 谷 頭部形成のきっかけとなったのは ， 難 透水層上面をすべり 面とする 

地すべりであ ると考えられ ，現在の谷 頭 はそれをさ引こ 掘り込む形で 形成されている。 また五 

旗斜面上の谷 頭 斜面は表層崩壊によって 形成されたと 考えられるが ，その形成には 土壌中の水 

の 動きだけでなく ，地質条件に 支配された地下水の 動きも重要な 役割を果たしていると 考えら 

れる。 

1. はじめに 

地質，とくに 岩石の削剥に 対する抵抗性の 大小は， 

地表の形態やその 広がりに大きな 影響を与えてい 

る， ) 。 丘陵に関してひ ま ，地形を地質特性，特に 透水性 

と 関連 づ げて研究が進められてきた。 Nakagawa 

(1960) は房総半島中部のケスタ 地形を上総 層群 の 各 

層の透水性にもとづく 愛飲性の差に よ るものと説明 

した。 また Suzukietal. (1985) は丘陵を構成する 

岩石の強度および 透水性などの 力学的・物理的特性 

と 地形図上の計測 よ り得られた地形特性を 結びつけ 

て ，丘陵の地形を 説明した。 これらの研究は 谷密度 

の大小や稜線の 形が丸いか尖っているかといった ， 

十地形 (Tamura,1981) でみた丘陵の 地表の形態を 

良く説明している。 
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ところで，心地形 -% 地形レベルで 丘陵の地形をみ 

ると，その大半はさまざまな 営力のもとで 形成され 

た各斜面の集合としてとらえることができる ( 守屋， 

1972; 田村， 1974) 。 特に地表流による 営力のお ょぶ 

上限であ る 谷 頭部では，従来 よ り多くの研究がなさ 

れ，斜面単位の 広がり，その 配列，土壌との 関係な 

ど，かなりの 知見が集まってきた (HackandGood- 

Iett, 1960; 竹下・中島， 1960; 田村， 1974; 宮城， 

1979 など ) 。 また，各斜面単位ごとの 水の動ぎも論じ 

られ，それに 基づき主な地形形成作用が 推定されて 

いる ( 田村， 1974; Darlymple etal,, 1968; 新藤， 

1984 など ) 。 い う までもなく水路を 流れる水は，降水 

によってもたらされる。 降水が地表に 達し土壌中 

に浸透して中間 流 となったものが 徐々に集中して 地 

表流を発生させ ，水路を発達させる。 しかし，一部 

の水はさらに 浸透して地下水となり ，平常時の流水 

の主な 酒養源 となる。 田村 (1974) により，斜面上 
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の 土壌中の中間 流が 飽和地表流となり ，地表にあ ら 

われたところが 水流 (Ch 別皿 elway) の出現位置であ 

ることが指摘されている。 しかし渇水時においては 

地下水が地表にあ らわれたところから 連続した水路 

が 始まる。 

丘陵は，花嵐岩地域を 除くと， その多くが山地双 

面 に広がった 末 固結 - 半固結の鮮 新統 ないしは更新 

統を基盤としている。 これらは粘土から 礫 までのさ 

まざまな粒径の 地層によって 構成され，成層して 分 

布している。 このよ 5 な 丘陵を構成する 地質の特性 

は ， 水の動きに何らかの 影響をもたらすと 考えられ 

る。 地下水の動ぎも 考慮すると， 谷 頭の斜面構成に 

は 丘陵を構成する ，透水性か難透水性であ るかと 

いった意味での 地層の広がりも 重要な意味をもつと 

いえる。 

そこで本稿では ，多摩丘陵西部の 2 地区をとりあ 

げ ， 谷 頭部の微地形構成を 把握し， 谷頭 凹地や水路 

の出現位置を 地質条件との 関係から論ずる。 また 丘 

傾斜面上の谷 頭 斜面 C0 次谷 ，塚本， 1973) と地質条 

件の関係についても 検討を加える。 

なお，岩石の 透水性などの 物理的特性に 関しては， 

定量的な計測に 基づいて論ずることも 重要であ る 

が，本稿ではこれを 定性的に把握するにとどめ ，地 

層の分布と斜面単位・ 水路の分布の 空間的対応関係 

の 把握に重点をおいて 考察をすすめる。 

IL. 調査地域の概況 

1, 地域の概況 

多摩丘陵は関東平野面 縁 に位置し，北西から 南東 

ひこ かけて，緩やかな 起伏をもって 連なる丘陵であ る。 

高度は関東山地に 接する北西 縁で 250m 程度であ 

り，南東方向にしだいに 低くなる。 

この丘陵はその 背面高度から ，多摩 1 面・ 11 面の二 

つの地域に分げられている ( 羽鳥・ 寿円 ， 1958) 。 多 

摩 1 面はその頂部に 分布する御殿 峠礫層 が示す よう 

に，約 40-50 万年前の古相模川の 扇状地を原形とす 
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るものであ る。 多摩 11 面はおし 沼 砂礫 層 と名付げら 

れた約 25 万年前の海成層の 堆積面であ る。 これら中 

期更新世以降の 地層の基盤をなし 広く分布するの 

は，上総 層群と 呼ばれる前期更新世の 地層であ る ( 関 

東 第四紀研究会， 1970)" 。 

調査地域としてとりあ げた 宇津 質地区および 別所 

地区は丘陵北西部の 多摩 1 面の地域にあ り，御殿 峠 

礫 層の載る東北東にのびる 尾根から北に 流れる小河 

川の源流域であ る ( 第 1 図 ) 。 

多摩丘陵西部の 地形発達の概略についてふれてお 

く。 御殿 峠礫 層を堆積させた 吉相模川は，その 後南 

西側の現在の 水系へと 流 路を転じた。 この水系の移 

動 後，多摩川水系に 属する よう になり，中小河川に 

よ る長期にわたる 緩慢な侵食が ，現在見られる 緩や 

かな地形を形成した。 現在の水系は 古相模川の流路 

を継承したものが 多い， また関東進盆地運動による 

北東への傾動の 影響を受 け ，分水界は丘陵の 南側に 

偏って位置している。 

2. 宇津貫 地区の地形と 表層地質 

手淫 貫 地区は多摩川水系湯殿川の 源流部の東西 

1.2km, 南北 lkm にわたる流域であ る。 宇津貫 地区 

に広がる上総 層 群は大矢部 属 および平山膚下部であ 

り ，北東に緩く 傾斜している。 層 相は細粒砂から 十 

粒砂を主体とし ，それ ひこ礫 ， シルト，粘土をはさん 

だ互層であ る。 既存のボーリング 資料等をもとに 眉 

相より Km 層 ( シルト，粘土 ), Ks 層 ( 砂 ), Kg 層 
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第 2 図 手淫質地区地質図 
1. 新期 ローム層 2. 古期 ローム層 3. 御殿 峠礫層 4, Ks 層 5. Km 層     Kg@ 層 7. 谷底 
堆積物， 崖錘性 堆積物，崩落物質 ( 砂 主体， 8. 沖積層 ( 粘土， シルト主体，     第 9 図の断面 位 
里巨 

( 砂礫 ) に区分し，地質図を 作成した ( 第 2 図 ) 。 大 立川口一ム層に 相当する。 厚さは lom 以下であ る 

矢部属と平山層の 境界は Ks2 層と Km2 層の間に ことが多いが ，急斜面や幅の 狭 い 尾根などでは 欠如 

あ ると考えられる。 これらの地層を 不整合に覆って することもあ る。 なお古則ローム 層，新期目一ム 層 

御殿 峠礫層 (GG) が流域 南 縁の稜線上に 分布し ，そ ともに砂礫が 下部に点在することがあ り， 再 堆積し 

0 基底はやや凹凸があ るものの， 180-1g0m の高度 た層 相を示すこともあ る。 

Ⅰ第 7 図Ⅰにあ る。 関東ローム層は 風 ィし の度合によっ 丘陵を開析した 小谷底には，厚さ 5m 以下の砂 ， 

て ， 古期 ローム層と新潮ローム 層に区分した。 古則 シルト，砂礫よりなる 沖積層が分布している。 

ローム層 (OLm) は御殿 峠礫層 または直接上総 層群 調査地域の地形の 概観をするにあ たって， Tamur   

を 覆って，断片的に 分布する。 粘土化が著しく 進ん a  (1981)  に よ り提案され，武内ほ が (1982)  に ょっ 

でいることから 多摩ローム層および 下 末吉ローム層 て小笠原・父島で 試みられた手法により ， 亜 山地形 

に 相当すると考えられる。 新期 ローム層 (Lm) は 各 スケールの地形学 図 ( 第 3 図 ) を作成した 田 。 地区南 

地層を覆って 地区内に広く 分布する褐色の 風化火山 縁は海抜 190-200m の東西にのびる 尾根で，その 上 

灰 であ り，下部に 5-15cm の厚さの TP C 東京軽石 に 10-20m の比高をもった 円頂丘 (Cupolas) が突出 

層ゥを 伴 う ことがあ るので，武蔵 野口一ム 層 および している。 この円頂丘にのる 関東ローム層の 基底面 
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が ，多摩 1 面本来のレベルを 示すものと考えられる。 

この尾根 ょ り北に向かって 五尾根がのび ，緩やかに 

高度を減じている。 交尾根上には 数段のレベルに 五 

項緩斜面 (HHItopgent]es]opes) や斉頂 稜線 (Accor- 

dantrjdges) が発達している。 これらの交尾根には 

さまれて，深さ 20-30m の谷が北に向かってのびて 

いる。 谷の側壁をなす 丘腹 斜面 (H Ⅲ sides) は 遷急 

線を境として 細分することができる。 このうち最下 

位 に位置する 丘腹 斜面の傾斜は 急 (30 。 以上 ) であ 

る。 この最下位に 位置する五旗斜面および 谷頭 斜面 

(Valleyhead walIs) の上限は，現在の 斜面侵食の 

働いている範囲の 上限を示しており ，侵食前線 ( 羽 

田野， 1974) と呼ばれることもあ る。 主 崩落屋 と崩 

積物の明瞭な 地すべり ( 跡 ) 地は，流域内にはわず 

かしか認められない。 丘腹 斜面上には多くの 四型の 

斜面が認められるが ， この斜面は谷 頭 と同様の馬蹄 

形を呈しており ， また下部から 湧水が認められるこ 

ともあ るので 谷頭 斜面として， また特化 こ 浅いものは 

浅 開析 谷 CDells) として図示した。 

谷底にはかなり 上流まで幅広し、 (30-40m) 谷底面 

(Valley ね oors) が分布している。 これら谷底面は ， 

かつては谷地田として 利用されていたが ，現在では 

放棄され，湿地になっている 所が多い。 手淫 貫 地区 

北縁を北東に 流れる 河 Ⅱ @ 0 兵衛 川 ) 沿いでは 谷 幅が 

広がり，左岸側には 段 化した 丘麓 緩斜面 CHj]lfoot 

gentleslopes) が連続して分布する。 丘麓 緩斜面は 

10 。 前後の傾斜をもち ，畑地として 利用されている。 

3. 別所地区の地形と 表層地質 

別所地区は多摩川水系大粟川の 源流部に位置す 

る。 地区の南東部を 南西から北東 ナ このびる尾根は 多 

摩 1 面に相当し，境川水系との 分水界を構成してい 

る。 

別所地区周辺では ，連光寺 層 上部の泥 層 (Re) を 

基盤とし，それを 不整合に覆って 御殿 峠礫層 ，関東 

ローム層が分布している ( 第 8 図 ) 。 御殿 峠礫 層の基 

底の高度。 ま 130m 程度であ り，層序 は l0m 以下の 

ところが多い。 関東ローム層は 全体的に厚く ，幅広 

い尾根上では 30m 近くの厚さになる。 風化度およ 

び粘土化の程度によって ， 新期 ローム層 CD), 古期 

ローム層 (OL) および著しく 粘土化の進んだ 古期 

ローム層下部 (OLo Ⅰの三つ @ こ 区分した。 ) 。 

御殿 峠礫 層の載る流域雨縁を 区切る尾根は 高度 

150-170m で定高性があ り，その上には 円頂丘 や丘 

頂 緩斜面が広がっている。 谷は 20-30m の深さをも 

ち 上にのびている。 谷 頭より数十 m 下がると 谷 幅が 

広くなり，かつて 水田として利用されていた。 そこ 

より上流の谷底には ，長池や築地といったため 池が 

築造されている ( 第 4 図 ) 。 

I11. 谷 頭部の構造 

1, 手淫 貫 地区 

宇 津 質地区の中で 最も西に位置する 小流域の谷頭 

部で 微 地形スケール (Tamura, 1969; 田村， 1974) 

の地形学図を 作成した 兄 ( 第 5 図 ) 。 この流域は大 き 

くみると頂部斜面 (Crests]ope) で区切られた 三つ 

の 香頭より構成されている。 これを西より 順に A, 

B,C とする。 各谷 頭部はそれぞれいくつかの 香頭凹 

地 (Headhollow) が集まって形成されている。 

A 谷 頭は湧水のあ る三つの 谷頭 凹地によって 構 

成されており ，各各 頭 凹地。 ま 10 。 前後の傾斜を 有す 

る容顔緩斜面 (Headterracette) で区切られている。 

稜線上に広がる 頂部平坦面 (Crest 且 at), 頂部斜面と 

谷頭 緩斜面との境界には ， 35 。 以上の傾斜をもった 

谷頭 急斜面 (Headmostwa つが半円 状 に広がって 

いる。 容顔凹地は漸 移 的に 谷頭 平底 (HeadfHoo わに 

移行し，湧水 (Springlet) やりル ( 甜 Ⅲがみられる 

よう になる。 三つの香頭凹地の 合流点付近では 地表 

を 50cm 程度掘り込んだ りル がみられるが ，下流 へ 

l0m ほどで姿を消す。 さらに幅 l0m 以下の谷 頭 平 

底が約 30m 続いたのち，恒常的な 水流 (Chan. 

n 司 way)  が出現する。 

B 香頭は西側より a, b, c とした三つの 香頭凹地 
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第 4 図 別所地区西山地形スケール 地形学 図 

A. 丘 頂部 B. 丘 腹 部， 地 すべり 地 ， 丘麓 ，谷底部 C. 水系 
1. 円頂丘 2. 二項緩斜面 3. 斉頂 稜線 4. 五脚 5. 丘腹 斜面 6    圧抑先端斜面 
7. 谷頭 斜面 8. 浅 開析 谷 9. 土崩落屋 10 ・移動地帯 11. 谷底面 12. 人工改変 地 
13. 主な 遷急線 14. 1 次水流 15. 2 次水流 16. 3 次水流 17. 4 次水流 
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第 5 図 手淫質地区散地形スケール 地形学園 
1. 頂部平坦面 2. 頂部斜面 3, 容顔急斜面 4. 容顔凹地 5, 容顔平底 6. 香頭緩斜面 
7. 上部俗聖斜面 8. 下部 谷壁 斜面 9. 圧抑先端斜面 10 ・ 麓部 斜面 11   谷底面および 水路 
12. 沖積錐 13. 崖 14. ガリー 15. 湧水 16. リル 17, 湿地 

より構成されている。 ここでも 5-10   の傾斜をもっ にあ らわれず，また 谷頭 凹地の下部には 舌状の崩潰 

た谷頭 緩斜面を切って 谷頭 凹地が形成されている。 物質 よ りなる十県 が 認められる。 容顔平底には 幅広 

谷頭 急斜面は 40 。 近い傾斜の直線状の 断面をもつ 斜 ぃ 湿地が形成され ，浅い りル が 40nM にわたり追跡 

面で ，半円 状 に分布している。 谷頭 急斜面では地表 できるが，やがて 伏流する。 

が 不安定で物質移動が 頻繁 ひこ 起こっているらしく ， 2. 別所地区 

香頭緩斜面上に 崩潰・匂付物質が 認められる。 三 つ 別所地区では 頂部平坦面，頂部斜面が 広く分布し 

の香頭凹地が 合流する所では ，幅広い香頭平底が 形 ている ( 第 6 図 ) 。 これらの斜面は 10 。 以下の，わず 

成されており ，湿地 (Marsh) もみられる。 連続的 かに山型ないしは 直線状の断面を 呈する。 上部 谷壁 

な 水路は分水界より 130m ほど下がった C 香頭と 斜面 (Uppersideslope)  は傾斜 20 。 以下の平滑な 直 

0 合流点付近 よ り出現する。 そこでは， 谷頭 平底を 線状の断面をもっ 斜面で，別所地区の 会頭部を構成 

1-2m 掘り込んだガリ 一の頭部の小穴から 水が湧出 する斜面の中で ， 最も広範囲に 分布している。 下部 

している。 水路には礫がほとんど 見られない。 谷壁 斜面 (Lowersjdeslope) は 30 。 以上の傾斜を 有 

C 谷 頭は四つの容顔凹地 ( 南より a,b,c,d と名付 するが，斜面長が 短く，上部 谷壁 斜面の下方にわず 

げる ) から構成されている。 ここでも香頭緩斜面を かに分布するにすぎない。 香頭凹地は 10-20 。 の傾斜 

掘り込んで香頭凹地が 形成されている。 c, d の容顔 を 持ち， 谷頭 平底へと 漸移 的に移行する。 明瞭な 湧 

凹地の最も奥にほ 御殿 峠礫層と Kgl 層の露出した 水は見られないが 長池に よ る地下水位上昇の 影響も 

l0m 近い崖があ り，そこより 崩落した物質が 谷 頭凹 あ って湿地が形成されている。 長池ょ り 下流では 谷 

地に 堆積している。 容顔凹地では 湧水やり ル は地表 底面 (Bottomland) が広がり，水路は 谷底面を数十 

一   Ⅰ 一 
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第 6 図 別 
  
  

14 

新地区敵地形スケール 地形学 図 

頂部平坦面 2. 頂部斜面 3. 容顔凹地 4, 容顔平底 5. 谷底面 6. 二脚先端斜面 
上部 谷壁 斜面 9. 下部合壁斜面 10 ・ 池 ， 沼 nl. 人 1. 改変 地 12. 崖 13. 崩落屋 
  移動地帯 
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る 。 谷頭 凹地と谷 頭 平底の境 は Ks3 層によって維持 三つの容顔凹地が 合流する付近は Km3 層の分布 

された比高 lm 程度の崖ないしは 急斜面であ る。 崖 域 であ り，そのため 表層を流れる 水が地下に浸透し 

面 には径数 cm のパイプも認められる。 崖面直下 お にくいため湿地が 形成されている。 

よびそこより 10-20m 下がったところからも 湧水 一方， a,b 容顔凹地間の 尾根を通る断面 ( 第 7 図 

が 認められる。 この湧水については 二つの考え方が B) では，地形と 地層分布の関係ははっきりしない。 

可能で ，け 斜面上方から 土壌中を流れてきた 中間 2. 別所地区 

流が ，小屋ないしは 急斜面によって 土層が消失もし ここの地質条件が 宇 津貫 地区と異なるのは ，関東 

くは薄くなったために 地表にあ らわれたものか ， 2) ローム層が厚く 堆積していることであ る。 このため， 

Ks3 層中の被圧地下水が 地表にあ らわれたものの 水流が連光寺層を 切って流れるよ う P こ なるのは築地 

どちらかであ る。 ょり下流であ り， 築 池は連光寺 層 CRc 層 ) を 難 透水 

b 谷頭 凹地 ( 第 7 図 C), c 容顔凹地 ( 第 7 図 D) で 層的として，その 上に築造されている ( 第 8 図 A) 。 ま 

も ，斜面単位・ 湧水の位置と 地層分布の関係は a 谷 た長池は粘土化が 進んだ 古期 ローム層下部属絵の 上 

頭 凹地と同様であ る。 に 築造されている。 

hw@cs エ s h hf １ l h h 七 h 上 @  l us  @  ht  lhw:csl 
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第 7 図 宇津 質地区 B 谷 頭の地形・地質断面 
cs 頂部斜面 hw 谷頭 急斜面 ht 谷頭 緩斜面 hh 容顔凹地 hf 香頭平底 
us 上部 谷壁 斜面 )s 下部 谷壁 斜面 Lm 新潮ローム層 GG 御殿 峠 膜層 
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l-l-d00"1 
第 8 図 別所地区長池周辺の 地形・地質断面 

L 新期 ローム層 OL 古期 ローム層 OLc 粘土 ィヒ の進んた 古期 ローム層 GG 御殿 峠礫層 
Rc 連光寺 層 ( 『 層 ) 

忠明ほか (1979) にとれば，別所地区における 河 ローム層中の 古 期 ローム層下部を 難透水層とした 地 

川流出に関与する 滞水層の分布 域は ，連光寺 層 (Re)  下水に よ るものと考えられる。 

との位置関係によって 異なり， 1) 古期 ローム層 下 長池より上流では ， 谷頭 凹地が全般的に 緩やかで 

部層 上のもの， 2) 連光寺 層 上面すべてから 流出す あ り，第 5 図に示したよ う に香頭平底 へ漸移 的に移 

るもの， 3) 1).2) の中間的な性質をもつものの 三 行する。 地層分布との 関係をみると ，容顔平底の 性 

っに 分けることができると 考えられている。 また 各 格の強い 緩 傾斜な斜面単位は ，谷底に古 期 ローム層 

地下水は，滞水層の 広がりや地下水流出量が 異なり， 下部があ らわれたところから 始まる ( 第 8 図 C ゥ 。 ま 

それによって 冬季渇水期の 河川流出が決定されるこ た ，長池の右岸にみられる 漢洋崩壊は，その 頂部の 

とが指摘されている。 

このような指摘は 平常時の谷頭における 水の湧出 

にもあ てはまる。 長池より上流には 明瞭な湧水は 認 

められなかったが ， 谷頭 凹地ないしは 香頭平底では 

湿地となっているところが 多くみられる。 このこと 

ほ 古期 ローム層下部層の 上面に滞水する 地下水が地 

形との関係で 地表に表れているものの ，滞水層の規 

模が小さく流出量が 少ないために ，明瞭な湧水を 形 

成しないためと 考えられる。 なお長池を掴養してい 

る水は電気探査や 地下水観測井などから 得られた推 

定地下水位 ( 亜朗ほか， 1978) から判断して ，関東 

高度が大体 155-160m であ り推定地下水位の 高度 

と一致している。 

V. E 腹 斜面における 斜面単位と地質の 関係 

谷 頭部における 斜面単位と地質の 関係をもとに ， 

この章では手淫質地区をとりあ げ， 小 地形レベルで 

みた 丘腹 斜面上にみられる 香頭斜面と地層分布の 関 

係について検討する。 先にのべたように 香頭斜面は 

第 3 図では 1 次 谷 として表してあ り， 2 次 谷 以上の 

谷に直接合流する。 

第 9 図に流域内を 北にのびる尾根沿いにとった 地 
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形 ・地質断面を 示す。 またこの図には 谷頭 斜面の位 

置を尾根沿いに 投影して記入した。 

手淫 貫 地区では 谷頭 斜面の頭部は 必ずしも尾根直 

下に揃っているわけではない。 香頭斜面の出現位置 

は ，地層分布との 関係 クこ よって以下の 四つに区分で 

きる。 

1)  尾根直下の新 期 ローム層に頭部をもつもの。 

2) 御殿 峠礫層 ないしは KgI 層に頭部をもつも 

の 。 

3) Ks3 層に頭部をもつもの。 

4)  Ks4 層に頭部をもつもの。 

このうち 1) と 2) は容顔斜面の 大半を占めるが ， 

それぞれ 難 透水層であ る古則ローム 層 や Kml 層 ・ 

Km2 層との境界付近に ， また 3) の場合は Ks3 層 

全体に， 4) では Ka4 層の上部に頭部を 持っことが 

多い。 

先 ひこのべたよう ケこ古期 ローム層および Km 層は 

難 透水層であ り， 谷頭 斜面の頭部がこれらの 地層の 

上面に集中していることは ， 谷頭 斜面の形成が 地層 

分布に支配された 地下水の動き ケこ 影響をうげている 

ことを示唆している。 とりわけ，湧水がほとんどみ 

られない 丘腹 斜面上の会頭斜面においても ，頭部の 

位置が地質条件に 規定されていることは 注目すべぎ 

であ ろう。 

VI. 丘陵斜面の分布および 発達に関わる 地質の 

影響 

前章までで心地形一登地形スケールでみた 斜面 単 

位 のうち，四型の 断面を呈する 谷 頭の斜面単位の 分 

布が，滞水屑か 難透水層であ るかといった 地層の分 

布と関係があ ることが明らかになった。 

ところで手淫 貫 地区の谷頭部の 斜面構成は，田村 

(1974) によって示された 模式的なそれとは 幾分異な 

る。 田村 ャこ よれば，尾根から 水路の出現位置までの 

地形配列は，頂部平坦面 一 頂部斜面一谷 頭 凹地一谷 

頭 平底という配列をとるのに 対して，手淫 貫 地区で 

は 頂部斜面と谷 頭 凹地の間に香頭急斜面一谷 頭 緩斜 

面という斜面単位が 加わっている ( 第 7 図 ) 。 このよ 

うに手淫質地区の 谷 頭は ，香頭急斜面によって 囲ま 

れた，かつての 大きな 谷 頭の中に，現在の 谷 頭 凹地 

が 形成されているといった 二重構造になっている。 

容顔緩斜面でほ 火山灰を母材とした 土層の比較的 

厚い淡色 黒 ボク士が広がっており ，現在活発な 侵食 

が起こっているとは 言い難い。 また背後の谷 頭 急斜 

面 には表層崩壊の 跡がみられ ( 第 4 図 A 谷頭 ), 谷頭 

緩斜面上には 崩落物質による 舌状の地形がみられる 

ことも多い。 しかし， これらのマス・ムーブメント 

は 小規模であ り， 谷 頭部を取りまく 連続した香頭 急 

斜面を一時期に 形成するような 営力とは考え 難い。 

そうとすれば ，本流域では 谷頭 の 概 形を作る よう 

な営力が働き ，そこ ヮこ 現在見られるような 谷頭 凹地 

が 侵入していったとみるべきであ る。 谷頭 緩斜面は 

御殿 峠礫 層を切って形成されており ， また香頭緩斜 

面の分布や地形地質断面から 判断して，その 営 力 と 

して Km2 層の上面 ( 御殿 峠礫 層の基底 ) をすべり面 

として発生した 地すべりが考えられる。 この 地 すべ 

りは 104m3 オーダ一の規模と 推定され，またその 運 

動 には御殿 峠礫 層や関東ローム 層中の地下水が 強い 

影響を与えたと 考えられる。 谷頭 凹地の形成は ，そ 

の地形から判断して 同様に崩壊に 起因するものと 考 

えられるが，規模は 小さく，その 体積は 102m3 オー 

ダ 一であ る。 この香頭凹地を 形成した崩壊は ，滞水 

層 CKs 層 ・ Kg 層 ) と難 透水層 (.Km 層 ) の境をす 

べり面としている よう であ る。 

仙台周辺の丘陵地で 行われた香頭の 形態分類 ( 宮 

城， 1979) をこの地域にあ てはめると， 宇津貫 地区 

の谷頭は大半が 杓子型 谷 頭にあ たる。 なお手淫 貫 地 

区および別所地区では ， TPC 東京軽石 層 ) が頂部 平 

垣面と頂部斜面上でみられ ， これら向斜面単位の 形 

成時期がその 降灰以前にさかのぼることは 明らかで 

あ る。 しかし 谷 頭の形成がいつ 行われたのかという 

資料は今回の 調査では得られなかった。 この問題に 
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第 9 図 宇津 質地区の地形・ 地質 新面 

1. GG 難 御殿 透水層 峠礫 膚 2    浅開析 谷 3. 谷頭 斜面 Lm 新潮ローム層 OLm 古期 ローム層 

関しては，単に 谷 頭の発達のみならず 御殿 峠礫層権 頭斜面の発生には 二つの出来方が 考えられる。 第 1 

積 以後の丘陵の 地形発達や環境の 変遷も含め，幅広 は丘 腹 斜面上で表層崩壊が 起こるという 考えであ 

  検討をおこなっていく 必要があ ろう。 り，第 2 は第 5 図 C の 西 斜面にみられるような 漢洋 

なお 丘腹 斜面上にみられる 容顔斜面は塚本 (1973)  崩壊が成長するという 考えであ る。 

による 0 老化名ド ( 山ひだ ) に木目杢目する。 この ょう な名ミ 前者の形成は ，豪雨に ょ 6 表層崩壊に起因するも 
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のと考えられている。 丘腹 斜面では，豪雨時に 表流 

水や土壌中を 流れる中間流などが 集中し ， " イブ 流 

や復帰 流 が誘発された 結果，表層崩壊が 発生すると 

考えられている。 そうだとすれば ，表層崩壊に よ り 

形成されたと 考えられる香頭斜面の 頭部の位置が ， 

これらの水の 動ぎに強く影響を 受けるのは当然とい 

の形成に対して 重要な役割を 果たしている。 だが 谷 

頭 斜面の中での 微 地形の分布やその 形成を， この ょ 

う な地下水との 関係だげから 論じることは 難しい。 

徴 地形の形成に 対しては，従来の 研究で指摘された 

地表流や中間流などの 果たす役割が 重要であ る。 し 

かし地表流や 中間流などの 動きに対し，その 概 形を 

える。 手淫 貫 地区でみられる よ うに， 谷頭 斜面の頭 

部が難透水層の 上面の高度 レこ 揃うことは，豪雨時 ヶこ 

お ける " イ ブ の形成に地下水からの 流出も影響を 及 

ぼしていることを 示唆している。 表層崩壊の発生の 

地形条件としては ，一般に傾斜の 増大，軟弱な 土層 

0 発達および集水性の 増加があ げられており ( 奥西 ， 

198 げ ，さらに表層崩壊発生位置との 関連で 遷急 線が 

注目されてきた ( 竹下， 1971; 江川ほか， 1976) 。 こ 

れに加えて，本稿で 述べたような 地質の影響も 注目 

する必要があ るのではないだろうか。 

後者の考え方は ，水流に よ る斜面基部の 物質除去 

により斜面物質が 不安定となり 崩壊が起こるとい ら ノ 

ものであ る。 しかしその誘因として ， ここでも水の   

影響は無視できない。 宇津貫 地区でみられる 渓岸崩 

壊の頭部の位置は Ks3 層の下部にあ ることが多い。 

渓岸 崩壊の発生位置は ，別所地区の 長池右岸にみら 

れるのと同様， 難 透水層 (Km3 層 ) によって規制さ 

れた地下水の 浸出位置とよく 対応している。 

多摩丘陵の他の 流域 サこ おけら水文学的研究 ( 田中 

ほか， 1982) に よ れば，豪雨時に 発生するバイプの 

位置はあ る一定の高度に 揃い，その高度は 御殿時機 

層 と連光寺層の 境界高度にほぼ 一致する。 このこと 

は ，豪雨時におけるパイプの 形成に ，単ヶこ 土壌中の 

中間流の動きだけでなく 地下水からの 流出もパイプ 

の発生位置に 強い影響を与えているものと 考えられ 

る。 さらにこうした 関係が明確になれば ，香頭斜面 

規定するという 意味で，地質条件に 規制された地下 

水の分布のもっ 役割は大きい。 

VII.  まとめ 

本稿では多摩丘陵西部の 小流域を例に ，斜面地形 

と水循環を規定する 地質条件の関係を 検討した。 そ 

の結果をまとめると 次の よう であ る。 

1)  多摩丘陵 宇津貫 地区・別所地区の 谷地形を田 

村 (1974) が示した手法によって 分類した。 分類さ 

れた各斜面単位，特に 地表水に よ る営力の影響を 強 

く受ける斜面単位であ る容顔凹地，香頭平底，谷底 

面などの分布は ，丘陵を構成する 地層の分布に 規制 

された地下水の 動きと密接な 関係があ る。 なお手淫 

貫 地区では， まず 谷頭 の 概 形を作る大規模な 地すべ 

りが起こり， さらにその中に 香頭凹地を作るような 

崩壊が発生して ，現在見られるような 二重構造をも 

っ 谷 頭が形成されたと 考えられる。 

2) 丘腹 斜面上に分布する 香頭斜面の頭部の 位置 

も ， 難 透水層となる 粘土質の地層の 上面に揃 う こと 

が多い。 これらの 谷頭 斜面は表層崩壊によって 形成 

されたと考えられるが ，その機構として ，従来考えら 

れていた土壌中の 水の動ぎが復帰 流 になり地表流が 

発生することに 加え，地層分布に 規制された地下水 

の動ぎも重要な 役割を果たしていると 考えられる。 

3j 表層崩壊が起こる 地形条件の予測 や ，香頭部 

の各斜面単位の 地形発達史的な 位置付げについては 

0 頭部の位置から ，滞水屠や 難 透水層の位置を 推定 資料が不足しており ，本稿では充分に 論じることが 

することも可能となろ あノ 出来なかった。 この問題については ， さらに調査を 

なお，本稿で 述べたような 地層の分布に 支配され 進めた ぅ えで論じたい。 

た地下水の動きは ，心地形レベルにおける 容顔斜面 
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2 玉 

このような地質条件に 規制され だ 地形は組織地 

形と よ ばれている。 

もとは三浦 層群 。 こ属 するとされていたが ， その 

後の研究により 房総半島に分布ずる 上総 層群 に 

対比され・るようになった。 

各斜面単位の 名称は武内ほか C1982) によった。 

別所地区で。 ま ，古則ローム 層上部に TP ( 東京軽 

石 層 ) が 擁 在しているので ， 古期 ローム層は武蔵 

野口一ム層以下に 対比される。 

各斜面単位の 名称は Tamura (1969) によった。 

透水係数。 ま 10-7cm/sec 以下であ る ( 忠明ほか， 

1979)0 

透水係数は 1 肛 6cm/sec  以下であ る ( 忠明ほか， 

1978)0 

駄 文 

Darlyn]ple,  J,B.,  Blong,  R,J.  and  Conacher,  A.J. 

(1968): A  hyPothetical  nine  unit  landsurface 

model.  ん蒸 。 ぬ r. ㏄。 約 0 ゆぬ ・ 12, 60 ゴ 6. 

江川長武・庄司 浩 ・ 星埜由尚 ・星野 実れ 976) : 航 

空写真に よ る崩壊調査 法 ・国土地理院． 

H  ack,  J.T.  and  G00dlett,  J.C.  (1960): Ge0m0r- 

  
n
 
@
 

ん
 

e
o
 

m
G
 

m
S
 

m
 ひ
 
 
 

f
n
 

 
 

l
o
g
y
 

a
l
a
c
h
i
 

A
p
p
 

 
 
 
 

 
 

羽田野誠一 (1974): 崩壊性地形 ( その 2). 土 と基礎， 

22.  85-93   

羽鳥謙三・ 寿 同音 吾 (1958): 関東盆地面縁の 第四紀 地 

史 (1), (11). 地質 雑 ， 64, 181-194, 232-249. 

関東第四紀研究会 ひ 970): 南関東の下部更新統   参 

摩 丘陵の姉浦 層群 について一二第四紀研究， 9, 

93 一 100   

宮城豊彦 ひ 979): 仙台周辺の丘陵地における 崩壊に よ 

る谷の発達過程．地理 評 ， 52, 219-232   

守屋以智雄 (1972): 崩壊地形を最小単位とした 山地 斜 

面の地形分類と 地形発達・地理子， 2, 168-169. 

忠明功臣・安藤義久・ 村上雅博・小池雅洋・ 大矢哲朗 

ひ 978,: 多摩丘陵への 試験流域の設置とその 水立 

地質構造，生産研究， 30, 432-435. 

忠明功臣，安藤義久， り 、 池 雅洋 れ 979): 河川の低水時 

流量の地域的偏在とその 要因 (2).  生産研究， 31, 

667-670. 

N  akagawa, H  . (1960): On]  the  cuesta  topograph) 

oftheBoso  Peninsula,Chjba  Prefecture,Japan   

Sci. 化 ゆ ・ To ん 0 ゐ行こ 勉肋 ・ 2nd.S ㍗・ (GeoU.), Spec   

VoL.4, 385-391. 

奥 画一夫 (1981): 崩壊・土石流と 地形・武居有恒 編 : 地 

すべり・崩壊・ 土石流，鹿島出版会， 231-262. 

新藤静夫 (1984) : 丘陵地香頭部斜面の 水立地形区分と 

その諸特性．地理子， 25,  90-91. 

Suzuki, T., Tokunaga, E., N  oda, H  ., Arakawa, H  .   

(1985): Effectsofrock  strength  and  permeabil   

ity  on  h Ⅲ morphology,  T 乙れ ・ s, ル p. Geo 挽 0 ゆん   

び mion, 6, 101-130. 

竹下敬司・中島康博 (1960): 斜面の微地形と 土壌に関 

する 2, 3 の考察．ペドロジスト ， 4, 68-78. 

竹下敬司 (1971): 北九州市門司・ り 、 倉地域における 山 

地崩壊の予知とその 立地解析．福岡県林業試験場， 

武内和彦・田村俊和・ 宮城康一 ひ 982): 父島・八瀬川 

流域の現存植生とその 成立環境．小笠原研究， 6,1- 

34. 

Tamura,  T.  C1969) : A  series  of  mjcroIan]dform 

unjtscomposjng  valley-heads  jn  the  hills  near 

Sendai.  5 ㎡・ 丘ゆ ・ Tnhn ん u  U,n ん ・ 7 ニ ぬ ・ Scr. 

(Gg0 ㍗・ ), Ⅰ 9, Ⅱ 1-127   

田村俊和 (1974): 谷 頭部の微地形構成．東北地理， 26, 

189 一 1g9   

Tamura ， T ， (1980)@:@ Multiscale@ landform@ clas   

sifiCatjon  study  jn  the  hills  of  Japan  (I).  S け 

R ゆ ・ Too ぬ 0 片㏄びれ 肋 ． 7%. ㏄ れ (GeQ ど /.), 30 ， 1-19. 

Tamura,  T  . (1981): MuItiscale  landform  clas- 

siRRCatjon  study  jn  the  hills  ofJapan  (I1).  Sci. 

丘ゆ ・ Too ん 0 んひ ひ んヶ仇 Z ル ・ Ser.. (.Ggo ど 万力， 31,  85- 

154. 

田中 正・安原正也，酒井 均ひ 982) : 丘陵地源流域 

14 一一 



吉永秀一郎・ 武内和彦 : 多摩丘陵西部小流域の 地質条件と斜面地形 

における流出現象と 地中水の挙動   京都大学防災 

研究所年報， 25. B-2, 181-193. 

塚本 良別 け 973): 侵食谷の発達様式 ケこ 関する研究 (1)   

新砂防， 87, 4-13. 

Slope@Morphology@Controlled@by@Hydro-Geological@Conditions 

in@the@Western@ Part@of@the@Tama@Hills ， West@of@Tokyo 

Shuichiro@ Y08HINAGA@and@Kazuhiko@TAKEUCHI 

Theゝama？ill   ， located（n》he『estern‘dge｛f》he゜anto‾lain:‖re［ainly…omposed｛f 

semi-@ or@ unconsoidated@ shalow@ marine@ seDments@ of@ Plio-P Ⅰ   i   tocene@ age ， whi   h ， named@ the 

Kazusa@Group ， consist@of@several@clay-silt ， sand@and@gravel@beds ， On@the@hilltop@gentle@slopes@in 

the@western@part@of@the@Tama@Hills ， the@mid-Pleistocene@Gotentoge@Gravel@Bed@rests@unconforma   

biy@upon@the@Kazusa@Group ， And@the@Hills@are@covered@with@airborne@tephras@named@the@Kanto 

Loam ， The〕ower｝art｛f》he゜anto´oam（s’ull-weathered‖nd〉ich（n…lay ・ 

The@purpose@of@the@present@study@is@to@clarify@the@distribution@and@formation@of@detailed-@to 
micro-scale〕andforms…omposing《mall》ributary｜asins ， in…onnection『ith》he”ydro-geologic 

conditions@in@the@western@part@of@the@Tama@Hills   

In」al Ⅰ   y-head‖reas ， head”ol Ⅰ   w‖nd”ead’loor‥efined｜yゝamura・ Ⅰ     buted 

and@ their@ location@ seems@ to@ be@ controlled@ by@ the@ hydro-geologic@ conditions ， The@ maximum 

height｛f‘ach”ead”ollow‖nd》he｝osition｛f《pringlet…orrespond『ell》o》he”eight｛f｜edding 

plane@of@clay-silt@bed@in@the@Kazusa@Group@or@the@lower@part@of@the@Kanto@Loam ， both@of@which 

have@less@permiability ， Head@floor@develops@on@the@surface@of@less-permeable@beds ， Because@of 

the@less@permiability ， surface@and@sub-surface@flow@often@occurs@and@marsh@is@sometimes@formed 

on@this@slope@unit   

Locations｛f」alley-head《lopes｛n》he”illsides‖re‖lso‖ffected｜y》he‥istribution｛f〕ess- 

permeable@beds ， Here@the@development@of@the@slopes@seems@to@have@been@initiated@by@the@land   

sli   es ， Present”ead”ol Ⅰ   ws『ere’ormed｜yヾide-type’ai Ⅰ   re ， Each［ass［ovement｛ccurs 

along@the@bedding@plane@upon@the@less-permeable@beds   

V3   Ⅰ   y-headヾopes‖re…onSdered》o”ave｜een’ormed｜y《urface’3lures｛ccurred‥uring 

heavy@storms ， In@addition@to@the@occurrence@of@pipeflow@and@returnflow@which@are@also@related@to 

hydro-geologic…ondiions ， groundwater（tse Ⅰ   seems》o｝lay‖n（mportant〉o Ⅰ   in〕andforming 

process@accompanied@by@surface@failure   

It is concluded that the distribution and formation of slope units in the Tama Hills are 

strongly@controlled@by@the@hydro-geologic@conditions   
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